
持続可能な地域の食文化の継承支援事業

＜対策のポイント＞
多様な地域の食文化を持続可能な形で次世代に継承していくため、伝統食のデータベース化を進めるとともに、和食文化を次世代に継承する人材の育成を推

進します。
＜事業目標＞
○ ユネスコ無形文化遺産「和食；日本人の伝統的な食文化」の継承
○ 和食文化継承リーダーの育成（2,100人［令和12年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．伝統食のデータベース化
地域固有の多様な食文化を保護･継承するため、全国各地で古くから存在してい

る地域の食材を基に、気候・風土など地域の特性を活用し、保存性、食味などを工
夫しながら長年製造されてきた加工食品の歴史・特徴・レシピ等のデータベース化を
行う。

２．和食文化を次世代に継承する人材の育成
こどもたちや子育て世代に対して、和食文化を伝える中核的な人材である「和食

文化継承リーダー」を各都道府県に育成するため、和食文化の魅力と継承の方法を
学ぶための研修（基礎・実践・実地）を実施する。

［お問い合わせ先］大臣官房新事業・食品産業部外食・食文化課食文化室（03-3502-5516）

【令和７年度予算概算決定額 ６ （ー）百万円】

＜事業の流れ＞

国 民間団体等
委託

伝統食のデータベース化

和食文化を次世代に継承する人材の育成

農林水産省Webサイト「にっぽん伝統食図鑑」

伝統食のデータベース化の流れ
① 業界団体等と協力し、掲載品目を
選定し、原稿を作成。

② 大学・研究機関等の有識者を構成
員とする委員会に諮り、掲載内容を
精査。

③ Webページに掲載し、広く情報発信。

和食文化継承リーダー

和食文化継承リーダー研修の流れ
① 専用テキストを使用したオンデマンド
講座（基礎講座）を実施。

② オンラインのグループワーク研修（実
践研修）を実施。

③ 受講者自身の職場等で実地研修を
実施。

④ 全ての課程を終えた者を、和食文化
継承リーダーとして登録。
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